
【　様式１　】

2016年(平成28年)度　　学校教育総合プランに沿った重点とする取り組みと評価 【逗子市立逗子中学校】

学校教育総
合プランの柱 ① 授業づくり

２０１６年（平成28年）度 ２０１７年（平成2９年）度 ２０１８年（平成３０年）度

各学年、落ち着いた学習環境のもと、ねらいを明確にし、
しっかり取り組めている。

各学年、落ち着いた学習環境のもと、ねらいを明確にし、
しっかり取り組めている。

各学年、落ち着いた学習環境のもと、ねらいを明確にし、
しっかり取り組めている。

↓ ↓ ↓
学校教育目標のもと、確かな学力の向上、豊かな人間性
の育成、健康・体力づくりの調和のとれた教育活動の推
進を図る。

学校教育目標のもと、確かな学力の向上、豊かな人間性
の育成、健康・体力づくりの調和のとれた教育活動の推
進を図る。

学校教育目標のもと、確かな学力の向上、豊かな人間性
の育成、健康・体力づくりの調和のとれた教育活動の推
進を図る。

↓ ↓ ↓

学校図書館教育の充実と生徒の読書活動の推進。防災
教育・健康教育・体力づくり・食育・環境教育・福祉教育・
国際教育・キャリア教育・市民性教育の推進。情報教育
（ＩＣＴ）の充実。

学校図書館教育の充実と生徒の読書活動の推進。防災
教育・健康教育・体力づくり・食育・環境教育・福祉教育・
国際教育・キャリア教育・市民性教育の推進。情報教育
（ＩＣＴ）の充実。校内研究の推進。

学校図書館教育の充実と生徒の読書活動の推進。防災
教育・健康教育・体力づくり・食育・環境教育・福祉教育・
国際教育・キャリア教育・市民性教育の推進。情報教育
（ＩＣＴ）の充実。校内研究の推進。

↓ ↓ ↓

授業を学校教育の基盤として、確かな学力の向上に取り
組む。意欲的に取り組み、知性を養う実践を目指す。教
員の授業研究の充実を図り、授業規律を大切にする。

「わかる授業」を学校教育の基盤として、学びにくさの改
善を図り、確かな学力の向上に取り組む。意欲的に取り
組み、知性を養う実践を目指す。教員の授業研究の充実
を図り、授業規律を大切にする。

「わかる授業」を学校教育の基盤として、学びにくさの改
善を図り、確かな学力の向上に取り組む。意欲的に取り
組み、知性を養う実践を目指す。教員の授業研究の充実
を図り、授業規律を大切にする。

↓ ↓ ↓

Ａ Ａ Ａ

学校評議委員などの会議において、「わかる授業をめざ
した取り組みの成果が、学校全体の落ち着いた学習環
境につながってる」と、評価をいただいた。また、教員の
意識も高まり授業力も向上している。

朝学活の時間を活用し、朝読書を全学年で毎日実施し
た結果、学校全体で朝から学習に向けた、静寂で落ちつ
いた雰囲気を創ることに繋がった。また、校内研究にお
いて、わかる授業を目指し、計画に基づく指導を目指し
た。学びにくさの改善においては、ユニバーサル化の考
えのもと、個々に応じた学習形態を考えられるようになっ
た。その結果、前期授業評価アンケートにおいて、全て
の項目で70％以上の肯定的回答を生徒から得ることが
できた。

朝学活の時間を活用し、朝読書を全学年で毎日実施し
た結果、学校全体で朝から学習に向けた、静寂で落ちつ
いた雰囲気を創ることに繋がった。また、校内研究にお
いて、わかる授業を目指し、計画に基づく指導を目指し
た。学びへの課題がある生徒の改善においては、ユニ
バーサル化の考えのもと、個々に応じた学習形態を考え
られるようになった。その結果、前期授業評価アンケート
において、全ての項目で73 ％以上の肯定的回答を生徒
から得ることができた。

↓ ↓ ↓

研修時間、研修内容が不足しており、生徒に還元できて
いないことがあるため、教員の自己啓発をさらに充実さ
せたい。

校内研究の内容精選を行い、日々の業務とのバランス
と、教職員及び生徒の現状を考慮しながら、教員一人ひ
とりが十分に取り組むことのできる校内研究の内容、方
法を考えていくとともに、研究や研修を深め、教科会を充
実させ、教員のスキルアップを図る必要がある。

校内研究の内容精選を行い、業務とのバランスと、教員
及び生徒の現状を考慮しながら、教員一人ひとりが十分
に取り組むことのできる校内研究の内容、方法を考えて
いくとともに、研究や研修を深め、教科会を充実させ、教
員のスキルアップを図る必要がある。
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【　様式１　】

2016年(平成28年)度　　学校教育総合プランに沿った取り組みと評価 【逗子市立逗子中学校】

学校教育総
合プランの柱 ② 集団づくり

２０１６年（平成28年）度 ２０１７年（平成2９年）度 ２０１８年（平成３０年）度

基本的な生活習慣を身につけられるような集団になって
きている。問題行動については、個に応じた指導（生徒
指導と支援教育）により理解が深まっている。

基本的な生活習慣およびルール・マナーの大切さを理解
できる集団になってきている。問題行動については、個に
応じた指導（生徒指導と支援教育）により理解が深まって
いる。

基本的な生活習慣およびルール・マナーの大切さを理解
できる集団になってきている。個に応じた生徒指導と支
援する教育が広まってきている。

↓ ↓ ↓

お互いの違いを尊重し、認め合える集団作りを目指す。
生徒を多面的に理解し地域や保護者と信頼関係を構築
する。

お互いの違いを尊重し、認め合い、協力し合える集団づ
くりを継続し、高め会える自主的な集団を育成する。多様
な生徒の学びを支えることができるように、地域や保護
者との連携を目指す。

お互いの違いを尊重し、認め合い、協力し合える集団づ
くりを継続し、高めあえる自主的な集団を育成する。多様
な生徒の学びを支えることができるように、保護者との連
携を目指す。

↓ ↓ ↓

保護者等と連携した生徒の基本的生活習慣の育成。学
校からの多様な手段による情報発信と保護者・地域との
密な連携。

学校と保護者の信頼関係に基づいた、安心で安全な学
習環境の整備や情報共有に取り組む。保護者等と連携
した生徒の基本的生活習慣の育成を図る。学校からの
多様な手段による情報発信と保護者・地域との密な連携
を図る。学級・生徒会活動において自主的な活動を促
し、支援していく。朝読書を全校で取り組むことにより、落
ち着いて学習する雰囲気をもった集団を目指す。

学校と保護者の信頼関係を構築し、安心で安全な学習
環境の整備や情報共有に取り組む。保護者と連携した
生徒の基本的生活習慣の育成を図る。学校からの多様
な手段による情報発信と保護者・地域との密な連携を図
る。学級・生徒会活動において自主的な活動を促し、支
援していく。朝読書を全校で取り組むことにより、落ち着
いて学習する雰囲気をもった集団を目指す。

↓ ↓ ↓

褒めること、認めることを探し、保護者・本人に伝えてい
く。生徒の多面的な理解を重ねて指導にあたった。

生徒を褒めること、認めることを大切に、その内容を保護
者と共有する。生徒の多面的な理解を深めながら指導に
あたる。生徒による企画・運営（役割と出番）の機会を与
え、指導・支援していく。

生徒を褒めること、認めることを大切に、その内容を保護
者と共有する。生徒の多面的な理解を深めながら指導に
あたる。生徒による企画・運営（役割と出番）の機会を与
え、指導・支援していく。

↓ ↓ ↓

Ａ Ａ Ａ

学校生活全体に安心感が根付き、前向きに学習に取り
組むことができるようになってきている。

生徒会行事や学年行事において、学年協議会・常任委
員会や実行委員会を中心に、生徒が主体的に取り組む
ことができている。また、その活動が校内の落ち着いた
環境に結びつき、生徒が安心して、前向きに取り組むこ
とができている。

生徒会行事や学年行事において、生徒会組織を中心
に、生徒が主体的に取り組むことができている。また、そ
の活動が校内の落ち着いた環境に結びつき、生徒が安
心して、前向きに取り組むことができている。

↓ ↓ ↓

子どもの多様性を理解・共有しながら、保護者との密接
な連携が図れるようにさらに努力し、学校への理解・協力
が得られるようにしていきたい。積極的な生徒指導を柱と
しながら、予防的な支援を充実させていきたい。

地域に根ざした生徒会活動（地域清掃等）を充実させ、
地域の一員としての自覚と地域連携をさらに深めて行く。
また、生徒一人ひとりに、役割と活躍できる場面を多く設
定し、自己有用感を向上させるように取り組みたい。

地域に根ざした生徒会活動（地域清掃等）を充実させ、
地域の一員としての自覚と地域連携をさらに深めて行く。
また、生徒一人ひとりに、役割と活躍できる場面を多く設
定し、自己有用感を向上させるように取り組みたい。

学校及び学年
等の実態

目標

取り組み計画
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評価

評価の根拠

課題



【　様式１　】

2016年(平成28年)度　　学校教育総合プランに沿った取り組みと評価 【逗子市立逗子中学校】

学校教育総
合プランの柱 ③ 学校組織づくり

２０１６年（平成28年）度 ２０１７年（平成2９年）度 ２０１８年（平成３０年）度

支援教育への理解が深まり、不登校の減少や学習環境
の整備が整いつつある。

支援教育への理解が深まり、個に応じた支援により、学
習環境が整えられ、不登校や不適応が減少している。

支援教育への理解が深まり、個に応じた支援のとりくみ
により、学習環境が整えられ、不登校や不適応が減少し
ている。

↓ ↓ ↓

支援体制の充実・学習環境や授業のユニバーサル化や
インクルーシブへの取り組みを推進する。

支援体制の充実、学習環境や授業のユニバーサル化や
インクルーシブへの取り組みを推進する。積極的な生徒
指導と支援の一体化を目指すとともに、学びにくさの改
善を図る。

支援体制の充実、学習環境や授業のユニバーサル化や
インクルーシブへの取り組みを推進する。積極的な生徒
指導と支援の一体化を目指すとともに、学びにくさの改
善を図る。

↓ ↓ ↓

予防的な対応を心掛ける。早期の対応を行う。個に応じ
た指導を行う。

保護者との信頼関係を構築し、多面的な理解を深め、予
防的な対応を心がけ、個に応じた早期の対応を行う。学
校組織を標準化することを通して、校務分掌をわかりや
すくしていく。

保護者との信頼関係を構築し、多面的な理解を深め、予
防的な対応を心がけ、個に応じた早期の対応を行う。持
続可能な学校を作るようにする。

↓ ↓ ↓

個別支援や特別支援学級での協同学習により、学習に
参加することができる機会を増やした。

支援を要する生徒への支援体制の充実（個別の支援・指
導・補充的な学習の計画等を日課表に位置づけ）を図
り、学習に参加することができる機会を増やす。

支援を要する生徒への支援体制の充実（個別の支援・指
導）を図り、学習に参加することができる機会を増やす。

↓ ↓ ↓

Ａ Ａ Ａ
登校の定着ができるようになったり、授業への取り組み
が向上した。

機能する支援教育の観点から、組織的に生徒と向き合うこと
で、信頼関係を深め、保護者とともに考えることができるように
なった。

支援教育の観点から、生徒と向き合うことで、信頼関係ができ、
保護者の理解を得られることが増えてきた。

↓ ↓ ↓

支援を必要としている生徒がいることを踏まえた、共通理
解に基づいた支援教育の充実を図る。

教職員間で、「生徒指導＋支援教育」について共通理解を図
り、支援計画に基づいた、支援教育の充実に取り組む。

教職員間で、「生徒指導＋支援教育」について共通理解を図
り、支援計画に基づいた、支援教育の充実に取り組む。

課題

学校及び学年
等の実態

目標

実践内容

評価

評価の根拠

取り組み計画


